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序説

著者: Per Andreas Gulbrandsen, Microchip Technology Inc.

この応用記述はtinyAVR® 0系ﾃﾞﾊﾞｲｽでの開始する方法を概説します。

tinyAVR® 0系ﾃﾞﾊﾞｲｽ間の違いの更なる情報についてはﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照してください。

要点

・ tinyAVR® 0系ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗとﾂｰﾙでの開始に際して

・ STK600とAtmel Studio 7.0での開始に際して
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1. 関連ﾃﾞﾊﾞｲｽ
本章はこの資料に関連するﾃﾞﾊﾞｲｽを一覧にします。

1.1. tinyAVR® 0系統

下図はtinyAVR® 0系統を示し、ﾋﾟﾝ数の変種とﾒﾓﾘ量を提示します。

・ これらのﾃﾞﾊﾞｲｽが完全にﾋﾟﾝと機能が互換のため、垂直方向移植はｺｰﾄﾞ変更なしで可能です。

・ 左への水平方向移植はﾋﾟﾝ数、従って利用可能な機能を減らします。

図1-1. tinyAVR® 0系統概要
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異なるﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ量を持つﾃﾞﾊﾞｲｽは一般的に異なるSRAMとEEPROMの量を持ちます。

2. ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄ取得
ｳｪﾌﾞ頁

・ http://www.microchip.com/wwwproducts/en/ATtiny202
・ http://www.microchip.com/wwwproducts/en/ATtiny204
・ http://www.microchip.com/wwwproducts/en/ATtiny402
・ http://www.microchip.com/wwwproducts/en/ATtiny404
・ http://www.microchip.com/wwwproducts/en/ATtiny406
・ http://www.microchip.com/wwwproducts/en/ATtiny804
・ http://www.microchip.com/wwwproducts/en/ATtiny806
・ http://www.microchip.com/wwwproducts/en/ATtiny807
・ http://www.microchip.com/wwwproducts/en/ATtiny1604
・ http://www.microchip.com/wwwproducts/en/ATtiny1606
・ http://www.microchip.com/wwwproducts/en/ATtiny1607

資料/ﾌｧｲﾙ

・ ATtiny202/402ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ(要約、完全) (.pdf)
・ ATtiny204/404ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ(要約、完全) (.pdf)
・ ATtiny406ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ(要約、完全) (.pdf)
・ ATtiny804/1604ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ(要約、完全) (.pdf)
・ ATtiny806/1606ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ(要約、完全) (.pdf)
・ ATtiny807/1607ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ(要約、完全) (.pdf)

tinyAVR® 0系統用資料は以下の3つの資料形式に分けられます。

・ 手引書 (ﾃﾞﾊﾞｲｽの全てのﾃﾞﾊﾞｲｽに依存しない説明を含む)
・ ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ (ﾃﾞﾊﾞｲｽの全てのﾃﾞﾊﾞｲｽに依存する説明、周辺機能数、ﾋﾟﾝ配置、電気的特性を含む)
・ 障害情報 (ﾃﾞﾊﾞｲｽに対する全ての既知の障害を含む)

3. ﾂｰﾙ取得
GCCｺﾝﾊﾟｲﾗを使うAtmel Studio 7.0はtinyAVR® 0系統で開始するための望まれるIDEです。

http://www.microchip.com/wwwproducts/en/attiny202
http://www.microchip.com/wwwproducts/en/attiny204
http://www.microchip.com/wwwproducts/en/attiny402
http://www.microchip.com/wwwproducts/en/attiny404
http://www.microchip.com/wwwproducts/en/attiny406
http://www.microchip.com/wwwproducts/en/attiny804
http://www.microchip.com/wwwproducts/en/attiny806
http://www.microchip.com/wwwproducts/en/attiny807
http://www.microchip.com/wwwproducts/en/attiny1604
http://www.microchip.com/wwwproducts/en/attiny1606
http://www.microchip.com/wwwproducts/en/attiny1607
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3.1. STK600ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄ取得

図3-1. STK600ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄ

表3-1. tinyAVR® 0系統用STK600ﾃﾞﾊﾞｲｽ支援

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｿｹｯﾄ ｶｰﾄﾞ配線ｶｰﾄﾞ

ATtiny204 STK600-RC020T-104 STK600-SOIC

STK600-RC020T-104ATtiny404 STK600-SOIC

STK600-RC020T-104ATtiny406

ATtiny804 STK600-RC020T-104 STK600-SOIC

STK600-RC020T-104ATtiny806 STK600-SOIC

STK600-RC024T-103ATtiny807 STK600-QFN24

ATtiny1604 STK600-RC020T-104 STK600-SOIC

STK600-RC020T-104ATtiny1606 STK600-SOIC

STK600-RC024T-103ATtiny1607

STK600-SOIC

STK600-QFN24

他のﾃﾞﾊﾞｲｽに対するﾃﾞﾊﾞｲｽ支援についてはhttp://www.microchip.com/STK600_Starter_Kit-Users_Guideを参照してください。

ｳｪﾌﾞ頁 : http://www.microchip.com/ATSTK600

ｷｯﾄ取得 : https://www.microchipdirect.com/product/ATSTK600

資料/ﾌｧｲﾙ

・ STK600使用者の手引き (.pdf)

鍵となる特徴

・ AVR® Studio 4/AVR32 Studio/AVR Studio 5/Atmel Studio適合 
・ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞと制御用のPCへのUSBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 
・ USBﾊﾞｽまたは外部10～15V DC電源からの給電 
・ 調整可能な目的対象VCC(0～5.5V) 
・ 高い精度を持つ調整可能な2つの基準電圧(0～5.0V、10mV分解能) 
・ Atmel Studioから動作中に調整可能なｸﾛｯｸ発振器(0～50MHz、0.1%分解能) 
・ tinyAVR®とmegaAVR®ﾃﾞﾊﾞｲｽの実装書き込み(ISP:In-System Programming) 
・ AVR® XMEGA®ﾃﾞﾊﾞｲｽのPDIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 
・ megaAVR、AVR XMEGA、AVR UC3ﾃﾞﾊﾞｲｽのJTAGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 
・ AVR UC3ﾃﾞﾊﾞｲｽのaWireﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 
・ 外部目的対象ｼｽﾃﾑ内のAVRﾃﾞﾊﾞｲｽのISPとJTAGのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 
・ 全支援ﾃﾞﾊﾞｲｽの容易な装着用の柔軟な配線ｶｰﾄﾞとｿｹｯﾄ ｶｰﾄﾞ ｼｽﾃﾑ
・ 汎用の8つの押釦
・ 汎用の8つのLED 
・ ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞ ｺﾈｸﾀを通してAVRの全I/Oﾎﾟｰﾄが容易にｱｸｾｽ可能
・ ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝ単位部用拡張ｺﾈｸﾀと試作領域

http://www.microchip.com/developmenttools/ProductDetails.aspx?PartNO=ATSTK600-RC104
http://www.microchip.com/developmenttools/ProductDetails.aspx?PartNO=ATSTK600-SC11
http://www.microchip.com/developmenttools/ProductDetails.aspx?PartNO=ATSTK600-RC104
http://www.microchip.com/developmenttools/ProductDetails.aspx?PartNO=ATSTK600-SC11
http://www.microchip.com/developmenttools/productdetails.aspx?partno=atstk600-sc62
http://www.microchip.com/developmenttools/ProductDetails.aspx?PartNO=ATSTK600-RC103
http://www.microchip.com/developmenttools/productdetails.aspx?partno=atstk600-sc62
http://www.microchip.com/developmenttools/ProductDetails.aspx?PartNO=ATSTK600-RC103
http://www.microchip.com/webdoc/GUID-EE00BF20-2F37-4A8A-B685-B91173F8915D/index.html?GUID-C131974D-3ED4-4AB4-B803-B0D718D0D17F
http://www.microchip.com/DevelopmentTools/ProductDetails.aspx?PartNO=ATSTK600
https://www.microchipdirect.com/product/ATSTK600
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・ 不揮発性ﾃﾞｰﾀ用の基板上の4MﾋﾞｯﾄDataflash 
・ USBを持つAVRﾃﾞﾊﾞｲｽ用のUSBﾐﾆAB(On-The-Go)ｺﾈｸﾀ 
・ RS232ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用の物理層(PHY)とDSUB-9ﾋﾟﾝ ｺﾈｸﾀ 
・ CANﾊﾞｽ用の物理層(PHY)とDSUB-9ﾋﾟﾝ ｺﾈｸﾀ 
・ LINﾊﾞｽ用の物理層(PHY)とﾍｯﾀﾞ 
・ ATmega2560 AVR ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗを持つﾃﾞﾊﾞｲｽ基板を内包

STK600使用者の手引きはｷｯﾄの給電方法を記述し、基板部品、拡張ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ、ﾊｰﾄﾞｳｪｱ説明についての詳細情報を含みます。

3.2. Atmel | STARTからのｿｰｽ ｺｰﾄﾞ取得

ｺｰﾄﾞ例は画像使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(GUI)を通して応用ｺｰﾄﾞの構成設定を許すｳｪﾌﾞに基づくAtmel | STARTを通して利用可能です。ｺｰ
ﾄﾞは下の直接ｺｰﾄﾞ例ﾘﾝｸまたはAtmel | START先頭頁のBROWSE EXAMPLES(例検索)釦経由Atmel Studio 7.0とIAR Embedded W 
orkbench®の両方に対してﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることができます。

Atmel | STARTｳｪﾌﾞ ﾍﾟｰｼﾞ : http://microchip.com/start

ｺｰﾄﾞ例

tinyAVR 0系統でのﾃﾞﾊﾞｲｽ用ｺｰﾄﾞ例を見つけるのはAtmel | START例閲覧部でﾃﾞﾊﾞｲｽ名、例えば、ATtiny406に対して検索すること
によって行うことができます。

例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄについての詳細と情報に関してはAtmel | STARTでUser guide(使用者の手引き)をｸﾘｯｸしてください。User guide釦はAt 
mel | STARTﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構成設定部内の一覧画面でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名をｸﾘｯｸすることにより、例閲覧部で見つけることができます。

Atmel Studio

DOWNLOAD SELECTED EXAMPLE(選んだ例をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ)をｸﾘｯｸすることにより、Atmel | STARTで例閲覧部からAtmel Studio用.a 
tzipﾌｧｲﾙとしてｺｰﾄﾞをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてください。Atmel | START内からﾌｧｲﾙをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞするには、EXPORT PROJECT(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｴｸｽ
ﾎﾟｰﾄ)に続いてDOWNLOAD PACK(一括ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ)をｸﾘｯｸしてください。

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞした.atzipﾌｧｲﾙをﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸしてください。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄがAtmel Studio 7.0にｲﾝﾎﾟｰﾄされます。

IAR Embedded Workbench

IAR Embedded Workbenchでﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｲﾝﾎﾟｰﾄする方法の情報についてはAtmel | START使用者の手引きを開き、Using Atmel St 
art Output in External Tools(外部ﾂｰﾙでAtmel START使用)とIAR Embedded Workbenchを選んでください。Atmel | START使用者
の手引きへのﾘﾝｸは共に頁の右上隅に置かれたAtmel | START先頭頁からAbout(これについて)またはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構成設定部内のHe 
lp And Support(手助けと支援)をｸﾘｯｸすることによって見つけることができます。

3.3. Atmel Studio 7.0取得

ｳｪﾌﾞ頁 : http://www.microchip.com/development-tools/atmel-studio-7

資料/ﾌｧｲﾙ

・ Atmel Studio 7.0 (build 1645)ｲﾝｽﾄｰﾗ - 完全 (.exe)

Atmel Studio 7.0またはそれ以降はtinyAVR® 0系統用ﾌｧｰﾑｳｪｱの開発とﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに対して望まれるIDEです。

ﾃﾞﾊﾞｲｽ支援については「3.5. ﾃﾞﾊﾞｲｽ支援取得」を参照してください。

3.4. AVR用IAR Embedded Workbench取得

ｳｪﾌﾞ頁 : https://www.iar.com/iar-embedded-workbench/#!?architecture=AVR

資料/ﾌｧｲﾙ : AVR用IAR Embedded Workbench®ｲﾝｽﾄｰﾗ

3.5. ﾃﾞﾊﾞｲｽ支援取得

Atmel Studio : Atmel Studioでの新ﾃﾞﾊﾞｲｽに対する支援はTools(ﾂｰﾙ)⇒Device Pack Manager(ﾃﾞﾊﾞｲｽ一括管理部)下で見つかるDe 
vice Pack Manager(ﾃﾞﾊﾞｲｽ一括管理部)を使うことによって追加することができます。

tinyAVR® 0系統については、以下の段階を実行することによって最新版に更新してください。

 1. Check for Update(更新を調査)をｸﾘｯｸしてください。

 2. tinyAVR® 0系統については、ATtiny_DFPの最新版を選んでください。

 3. Install(ｲﾝｽﾄｰﾙ)をｸﾘｯｸしてください。

ｵﾌﾗｲﾝ ｲﾝｽﾄｰﾗについてはhttp://packs.download.atmel.com/へ行ってください。一括をｲﾝｽﾄｰﾙするにはｲﾝｽﾄｰﾗ ﾌｧｲﾙをﾀﾞﾌﾞﾙ ｸ
ﾘｯｸして指示に従ってください。このｲﾝｽﾄｰﾙが効力を発揮するには開いたどのAtmel Studioｳｨﾝﾄﾞｳも閉じられなければなりません。

IAR : IAR Embedded Workbenchでの新ﾃﾞﾊﾞｲｽに対する支援は最新のｻｰﾋﾞｽ ﾊﾟｯｸをｲﾝｽﾄｰﾙすることによって追加することができま
す。ｻｰﾋﾞｽ ﾊﾟｯｸはhttps://iar.comのMy Pagesで入手可能です。

http://packs.download.atmel.com/
http://www.microchip.com/start
http://www.microchip.com/development-tools/atmel-studio-7
https://www.iar.com/iar-embedded-workbench/#!?architecture=AVR
https://www.iar.com/
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4. Atmel Studio使用者の始める前に

4.1. STK600とのAtmel Studio

事前必要条件

・ Atmel Studio 7.0 1645またはそれ以降がｲﾝｽﾄｰﾙ済み

・ 基板上のUSBｺﾈｸﾀ経由でAtmel Studio 7.0に接続されたSTK600基板

作業の流れ

 1. Atmel Studio 7.0を開始してください。

 2. 下図で示されるように、New(新規)⇒Project...(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)をｸﾘｯｸする、またはCtrl+Shift+Nｼｮｰﾄｶｯﾄを用いることによって新規ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄの作成を開始してください。

図4-1. Atmel Studioでの新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成

 3. 次図で示される新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｳｨｻﾞｰﾄﾞからGCC C Executable Project(GCC C実行可能ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)を選び、Solution(解決策)とNa 
me(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名)の名前を(例えば、GETTING_STARTEDとLED_TOGGLEと)入力してOKをｸﾘｯｸしてください。

図4-2. 新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｳｨｻﾞｰﾄﾞ
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 4. 下図で示されるようにﾃﾞﾊﾞｲｽ選択ｳｨｻﾞｰﾄﾞからATtiny406を選び、OKをｸﾘｯｸしてください。

図4-3. ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択ｳｨｻﾞｰﾄﾞ

それに関連したmain.cﾌｧｲﾙを持つ新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄがAtmel Studioで生成されます。

 5. main.cﾌｧｲﾙ内の’main’関数を以下のｺｰﾄﾞ断片で置き換えてください。

int main (void)
{
 /* STK600はｹｰﾌﾞﾙを用いてどれかのI/Oに接続することができる8つの釦と8つの使用者LEDを持ちます。 */
 /* PB0を入力として構成設定 (ｹｰﾌﾞﾙを用いてSW0をPB0に接続することを忘れないでください。 */
 PORTB.DIRCLR = PIN0_bm;

 /* PB1を出力として構成設定 (ｹｰﾌﾞﾙを用いてLED0をPB1に接続することを忘れないでください。 */
 PORTB.DIRSET = PIN1_bm;

 while (1)
 {
  /* SW0の状態調査 */
  /* 0: 押下 */
  if (!(PORTB.IN & (PIN0_bm)))
  {
   /* LED0をON */
   PORTB.OUTCLR = PIN1_bm;
  }
  /* 1: 開放 */
  else
  {
   /* LED0をOFF */
   PORTB.OUTSET = PIN1_bm;
  }
 }
}
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ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀでは、ｺｰﾄﾞが下図で示されるように現れるかもしれません。

図4-4. ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀ ｳｨﾝﾄﾞｳ

 6. Project(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)⇒Properties(ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ)をｸﾘｯｸする、またはAlt+F7ｼｮｰﾄｶｯﾄを用いることによってﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨを開いてく
ださい。

 7. ﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳ(下図)で、Selected debugger/programmer(選ばれたﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ/書き込み器)をSTK600に、Interface(ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ)を
UPDIに設定してください。

図4-5. ATtin406用のﾃﾞﾊﾞｯｶﾞとｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
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 8. Build(構築)⇒Build Solution(解決策を構築)をｸﾘｯｸする、またはF7ｼｮｰﾄｶｯﾄを用いることによってﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構築してください。

 9. 下図で示されるように、ISP/PDIﾍｯﾀﾞ間にｹｰﾌﾞﾙを接続することによってSTK600で組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞをATtiny406に接続してくだ
さい。

図4-6. STK600でのUPDI接続

10. ｹｰﾌﾞﾙを用いてPB0をSW0に、PB1をLED0に接続してください。

11. STK600上にｺｰﾄﾞを(書き込み)設定してDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Start debugging and break(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ開始と中断)をｸﾘｯｸする、または
Alt+F5ｼｮｰﾄｶｯﾄを用いることによってﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを開始してしてください。応用がﾃﾞﾊﾞｲｽに書かれてﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行がmainで中断されま
す。

12. Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Countinue(継続)をｸﾘｯｸする、またはF5ｼｮｰﾄｶｯﾄを用いることによってｺｰﾄﾞを走らせてください。

13. STK600上でSW0が押される時にLED0が点灯することを確認してください。

5. 次は何?
関連するAVR製品とIDEの更なる情報については以下のﾘﾝｸを参照してください。

ｿﾌﾄｳｪｱ:

・ Atmel Studio : http://www.microchip.com/avr-support/atmel-studio-7

・ Atmel Studioﾍﾙﾌﾟ : “Help(ﾍﾙﾌﾟ)⇒View Help(ﾍﾙﾌﾟ表示)” (ｼｮｰﾄｶｯﾄ”Ctrl+F1”)

・ Atmel展示室 : https://gallery.microchip.com/

ﾌｧｰﾑｳｪｱ:

・ Atmel START資料 : http://start.atmel.com/#

・ Atmel START例 : http://microchip.com/start/#examples

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ:

・ AVR042:AVR®ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ ﾊｰﾄﾞｳｪｱ設計の考察 : http://www.microchip.com/AVR042:AVR_Hardware_Design_Considerations

・ AVR IBISﾌｧｲﾙ : http://www.microchip.com/doclisting/TechDoc.aspx?type=IBIS

・ AVR BDSLﾌｧｲﾙ : http://www.microchip.com/doclisting/TechDoc.aspx?type=BSDL

推奨される書き込み/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾂｰﾙ:

・ Atmel-ICE:
 - 資料 : http://www.microchip.com/Atmel-ICE_Debugger_User_Guide
 - 購入 : https://www.microchip.com/Development-Tools/atatmel-ice

・ Power Debugger:
 - 資料 : http://www.microchip.com/42696D_Power_Debugger_User_Guide
 - 購入 : https://www.microchip.com/Development-Tools/atpowerdebugger

その他:

・ AVR Freaks® : http://www.avrfreaks.net/

http://www.microchip.com/avr-support/atmel-studio-7
https://gallery.microchip.com/
http://start.atmel.com/#
http://microchip.com/start/#examples
http://www.microchip.com/mymicrochip/filehandler.aspx?ddocname=en604409
http://www.microchip.com/doclisting/TechDoc.aspx?type=IBIS
http://www.microchip.com/doclisting/TechDoc.aspx?type=BSDL
http://www.microchip.com/mymicrochip/filehandler.aspx?ddocname=en604412
https://www.microchip.com/Development-Tools/atatmel-ice
http://www.microchip.com/mymicrochip/filehandler.aspx?ddocname=en604415
http://www.microchipdirect.com/ProductSearch.aspx?Keywords=atpowerdebugger
http://www.avrfreaks.net/
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・ 応用記述 : http://www.microchip.com/paramChartSearch/chart.aspx?branchID=30047、望むﾃﾞﾊﾞｲｽを選んで製品頁に行ってく
ださい。関連する全ての応用記述はdocumentation(資料)ﾀﾌﾞ下で見つけることができます。

・ AVR製品選択部 : http://www.microchip.com/paramChartSearch/chart.aspx?branchID=30047

・ 様々な製品に関するより多くの技術資料 : https://www.microchip.com/webdoc

・ Micrchip技術支援 : http://www.microchip.com/support/hottopics.aspx

6. 改訂履歴

資料改訂 日付 注釈

A 2018年5月 初版資料公開

B 2018年10月 文法と句読法を修正

http://www.microchip.com/paramChartSearch/chart.aspx?branchID=30047
https://www.microchip.com/webdoc
http://www.microchip.com/support/hottopics.aspx
http://www.microchip.com/paramChartSearch/chart.aspx?branchID=30047
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Microchipｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ

Microchipはhttp://www.microchip.com/で当社のｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ経由でのｵﾝﾗｲﾝ支援を提供します。このｳｪﾌﾞ ｻｲﾄはお客様がﾌｧｲﾙや情
報を容易に利用可能にする手段として使われます。お気に入りのｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ﾌﾞﾗｳｻﾞを用いてｱｸｾｽすることができ、ｳｪﾌﾞ ｻｲﾄは以下
の情報を含みます。

・ 製品支援 - ﾃﾞｰﾀｼｰﾄと障害情報、応用記述と試供ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、設計資源、使用者の手引きとﾊｰﾄﾞｳｪｱ支援資料、最新ｿﾌﾄｳｪｱ配布と
保管されたｿﾌﾄｳｪｱ

・ 全般的な技術支援 - 良くある質問(FAQ)、技術支援要求、ｵﾝﾗｲﾝ検討ｸﾞﾙｰﾌﾟ、Microchip相談役ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ員一覧

・ Microshipの事業 - 製品選択器と注文の手引き、最新Microchip報道発表、ｾﾐﾅｰとｲﾍﾞﾝﾄの一覧、Microchip営業所の一覧、代理
店と代表する工場

お客様への変更通知ｻｰﾋﾞｽ

Microchipのお客様通知ｻｰﾋﾞｽはMicrochip製品を最新に保つのに役立ちます。加入者は指定した製品系統や興味のある開発ﾂｰﾙ
に関連する変更、更新、改訂、障害情報がある場合に必ず電子ﾒｰﾙ通知を受け取ります。

登録するにはhttp://www.microchip.com/でMicrochipのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄをｱｸｾｽしてください。”Support”下で”Customer Change Notificati 
on”をｸﾘｯｸして登録指示に従ってください。

お客様支援

Microchip製品の使用者は以下のいくつかのﾁｬﾈﾙを通して支援を受け取ることができます。

・ 代理店または販売会社
・ 最寄りの営業所
・ 現場応用技術者(FAE:Field Aplication Engineer)
・ 技術支援

お客様は支援に関してこれらの代理店、販売会社、または現場応用技術者(FAE)に連絡を取るべきです。最寄りの営業所もお客様
の手助けに利用できます。営業所と位置の一覧はこの資料の後ろに含まれます。

技術支援はhttp://www.microchip.com/supportでのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄを通して利用できます。

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽ ｺｰﾄﾞ保護機能

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽでの以下のｺｰﾄﾞ保護機能の詳細に注意してください。

・ Microchip製品はそれら特定のMicrochipﾃﾞｰﾀｼｰﾄに含まれる仕様に合致します。

・ Microchipは意図した方法と通常条件下で使われる時に、その製品系統が今日の市場でその種類の最も安全な系統の1つである
と考えます。

・ ｺｰﾄﾞ保護機能を破るのに使われる不正でおそらく違法な方法があります。当社の知る限りこれらの方法の全てはMicrochipのﾃﾞｰﾀ
ｼｰﾄに含まれた動作仕様外の方法でMicrochip製品を使うことが必要です。おそらく、それを行う人は知的財産の窃盗に関与して
います。

・ Microchipはそれらのｺｰﾄﾞの完全性について心配されているお客様と共に働きたいと思います。

・ Microchipや他のどの半導体製造業者もそれらのｺｰﾄﾞの安全を保証することはできません。ｺｰﾄﾞ保護は当社が製品を”破ることがで
きない”として保証すると言うことを意味しません。

ｺｰﾄﾞ保護は常に進化しています。Microchipは当社製品のｺｰﾄﾞ保護機能を継続的に改善することを約束します。Microchipのｺｰﾄﾞ保
護機能を破る試みはﾃﾞｼﾞﾀﾙ ﾐﾚﾆｱﾑ著作権法に違反するかもしれません。そのような行為があなたのｿﾌﾄｳｪｱや他の著作物に不正な
ｱｸｾｽを許す場合、その法律下の救済のために訴権を持つかもしれません。

法的通知

ﾃﾞﾊﾞｲｽ応用などに関してこの刊行物に含まれる情報は皆さまの便宜のためにだけ提供され、更新によって取り換えられるかもしれま
せん。皆さまの応用が皆さまの仕様に合致するのを保証するのは皆さまの責任です。Microchipはその条件、品質、性能、商品性、
目的適合性を含め、明示的にも黙示的にもその情報に関連して書面または表記された書面または黙示の如何なる表明や保証もし
ません。Microchipはこの情報とそれの使用から生じる全責任を否認します。生命維持や安全応用でのMicrochipﾃﾞﾊﾞｲｽの使用は完
全に購入者の危険性で、購入者はそのような使用に起因する全ての損害、請求、訴訟、費用からMicrochipを擁護し、補償し、免責
にすることに同意します。他に言及されない限り、Microchipのどの知的財産権下でも暗黙的または違う方法で許認可は譲渡されま
せん。

http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/support
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商標

Microchipの名前とﾛｺﾞ、Mcicrochipﾛｺﾞ、AnyRate、AVR、AVRﾛｺﾞ、AVR Freaks、BitCloud、chipKIT、chipKITﾛｺﾞ、CryptoMemory、Cr 
yptoRF、dsPIC、FlashFlex、flexPWR、Heldo、JukeBlox、KeeLoq、KeeLoqﾛｺﾞ、Kleer、LANCheck、LINK MD、maXStylus、maXTouc 
h、MediaLB、megaAVR、MOST、MOSTﾛｺﾞ、MPLAB、OptoLyzer、PIC、picoPower、PICSTART、PIC32ﾛｺﾞ、Prochip Designer、QTou 
ch、SAM-BA、SpyNIC、SST、SSTﾛｺﾞ、SuperFlash、tinyAVR、UNI/O、XMEGAは米国と他の国に於けるMicrochip Technology Incor 
poratedの登録商標です。

ClockWorks、The Embedded Control Solutions Company、EtherSynch、Hyper Speed Control、HyperLight Load、IntelliMOS、mTou 
ch、Precision Edge、Quiet-Wireは米国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの登録商標です。

Adjacent Key Suppression、AKS、Analog-for-the-Digital Age、Any Capacitor、AnyIn、AnyOut、BodyCom、CodeGuard、CryptoAut 
hentication、CryptoCompanion、CryptoController、dsPICDEM、dsPICDEM.net、Dynamic Average Matching、DAM、ECAN、EtherG 
REEN、In-Circuit Serial Programming、ICSP、INICnet、Inter-Chip Connectivity、JitterBlocker、KleerNet、KleerNetﾛｺﾞ、memBrain、
Mindi、MiWi、motorBench、MPASM、MPF、MPLAB Certifiedﾛｺﾞ、MPLAB、MPLINK、MultiTRAK、NetDetach、Omniscient Code 
Generation、PICDEM、PICDEM.net、PICkit、PICtail、PowerSmart、PureSilicon、QMatrix、REAL ICE、Ripple Blocker、SAM-ICE、
Serial Quad I/O、SMART-I.S.、SQI、SuperSwitcher、SuperSwitcher II、Total Endurance、TSHARC、USBCheck、VariSense、View 
Sense、WiperLock、Wireless DNA、ZENAは米国と他の国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの商標です。

SQTPは米国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの役務標章です。

Silicon Storage Technologyは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の登録商標です。

GestICは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の子会社であるMicrochip Technology Germany II GmbH & Co. KGの登録商
標です。

ここで言及した以外の全ての商標はそれら各々の会社の所有物です。

© 2018年、Microchip Technology Incorporated、米国印刷、不許複製

DNVによって認証された品質管理ｼｽﾃﾑ

ISO/TS 16949

Microchipはその世界的な本社、ｱﾘｿﾞﾅ州のﾁｬﾝﾄﾞﾗｰとﾃﾝﾍﾟ、ｵﾚｺﾞﾝ州ｸﾞﾗｼｬﾑの設計とｳｪﾊｰ製造設備とｶﾘﾌｫﾙﾆｱとｲﾝﾄﾞの設計ｾﾝ
ﾀｰに対してISO/TS-16949：2009認証を取得しました。当社の品質ｼｽﾃﾑの処理と手続きはPIC® MCUとdsPIC® DSC、KEELOQ符号
飛び回りﾃﾞﾊﾞｲｽ、直列EEPROM、ﾏｲｸﾛ周辺機能、不揮発性ﾒﾓﾘ、ｱﾅﾛｸﾞ製品用です。加えて、開発ｼｽﾃﾑの設計と製造のためのMic 
rochipの品質ｼｽﾃﾑはISO 9001：2000認証取得です。

日本語© HERO 2021.

本応用記述はMicrochipのAN2712応用記述(DS00002712B-2018年10月)の翻訳日本語版です。日本語では不自然となる重複する
形容表現は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている部分もあります。必要に応じて一部
加筆されています。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。
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ｲﾝﾃﾞｱﾅﾎﾟﾘｽ
Noblesville, IN
Tel: 317-773-8323
Fax: 317-773-5453
Tel: 317-536-2380

ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ
Mission Viejo, CA
Tel: 949-462-9523
Fax: 949-462-9608
Tel: 951-273-7800

ﾛｰﾘｰ NC
Tel: 919-844-7510

ﾆｭｰﾖｰｸ NY
Tel: 631-435-6000

ｻﾝﾎｾ CA
Tel: 408-735-9110
Tel: 408-436-4270

ｶﾅﾀﾞ - ﾄﾛﾝﾄ
Tel: 905-695-1980
Fax: 905-695-2078

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ - ｼﾄﾞﾆｰ
Tel: 61-2-9868-6733

中国 - 北京
Tel: 86-10-8569-7000

中国 - 成都
Tel: 86-28-8665-5511

中国 - 重慶
Tel: 86-23-8980-9588

中国 - 東莞
Tel: 86-769-8702-9880

中国 - 広州
Tel: 86-20-8755-8029

中国 - 杭州
Tel: 86-571-8792-8115

中国 - 香港特別行政区
Tel: 852-2943-5100

中国 - 南京
Tel: 86-25-8473-2460

中国 - 青島
Tel: 86-532-8502-7355

中国 - 上海
Tel: 86-21-3326-8000

中国 - 瀋陽
Tel: 86-24-2334-2829

中国 - 深圳
Tel: 86-755-8864-2200

中国 - 蘇州
Tel: 86-186-6233-1526

中国 - 武漢
Tel: 86-27-5980-5300

中国 - 西安
Tel: 86-29-8833-7252

中国 - 廈門
Tel: 86-592-2388138

中国 - 珠海
Tel: 86-756-3210040

ｲﾝﾄﾞ - ﾊﾝｶﾞﾛｰﾙ
Tel: 91-80-3090-4444

ｲﾝﾄﾞ - ﾆｭｰﾃﾞﾘｰ
Tel: 91-11-4160-8631

ｲﾝﾄﾞ - ﾌﾟﾈｰ
Tel: 91-20-4121-0141

日本 - 大阪
Tel: 81-6-6152-7160

日本 - 東京
Tel: 81-3-6880-3770

韓国 - 大邱
Tel: 82-53-744-4301

韓国 - ｿｳﾙ
Tel: 82-2-554-7200

ﾏﾚｰｼｱ - ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ
Tel: 60-3-7651-7906

ﾏﾚｰｼｱ - ﾍﾟﾅﾝ
Tel: 60-4-227-8870

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ - ﾏﾆﾗ
Tel: 63-2-634-9065

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
Tel: 65-6334-8870

台湾 - 新竹
Tel: 886-3-577-8366

台湾 - 高雄
Tel: 886-7-213-7830

台湾 - 台北
Tel: 886-2-2508-8600

ﾀｲ - ﾊﾞﾝｺｸ
Tel: 66-2-694-1351

ﾍﾞﾄﾅﾑ - ﾎｰﾁﾐﾝ
Tel: 84-28-5448-2100

ｵｰｽﾄﾘｱ - ｳﾞｪﾙｽ
Tel: 43-7242-2244-39
Fax: 43-7242-2244-393

ﾃﾞﾝﾏｰｸ - ｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝ
Tel: 45-4450-2828
Fax: 45-4485-2829

ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ - ｴｽﾎﾟｰ
Tel: 358-9-4520-820

ﾌﾗﾝｽ - ﾊﾟﾘ
Tel: 33-1-69-53-63-20
Fax: 33-1-69-30-90-79

ﾄﾞｲﾂ - ｶﾞﾙﾋﾝｸﾞ
Tel: 49-8931-9700

ﾄﾞｲﾂ - ﾊｰﾝ
Tel: 49-2129-3766400

ﾄﾞｲﾂ - ﾊｲﾙﾌﾞﾛﾝ
Tel: 49-7131-67-3636

ﾄﾞｲﾂ - ｶｰﾙｽﾙｰｴ
Tel: 49-721-625370

ﾄﾞｲﾂ - ﾐｭﾝﾍﾝ
Tel: 49-89-627-144-0
Fax: 49-89-627-144-44

ﾄﾞｲﾂ - ﾛｰｾﾞﾝﾊｲﾑ
Tel: 49-8031-354-560

ｲｽﾗｴﾙ - ﾗｰﾅﾅ
Tel: 972-9-744-7705

ｲﾀﾘｱ - ﾐﾗﾉ
Tel: 39-0331-742611
Fax: 39-0331-466781

ｲﾀﾘｱ - ﾊﾟﾄﾞﾊﾞ
Tel: 39-049-7625286

ｵﾗﾝﾀﾞ - ﾃﾞﾙｰﾈﾝ
Tel: 31-416-690399
Fax: 31-416-690340

ﾉﾙｳｪｰ - ﾄﾛﾝﾊｲﾑ
Tel: 47-72884388

ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ - ﾜﾙｼｬﾜ
Tel: 48-22-3325737

ﾙｰﾏﾆｱ - ﾌﾞｶﾚｽﾄ
Tel: 40-21-407-87-50

ｽﾍﾟｲﾝ - ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ
Tel: 34-91-708-08-90
Fax: 34-91-708-08-91

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ - ｲｪｰﾃﾎﾞﾘ
Tel: 46-31-704-60-40

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ - ｽﾄｯｸﾎﾙﾑ
Tel: 46-8-5090-4654

ｲｷﾞﾘｽ - ｳｫｰｷﾝｶﾞﾑ
Tel: 44-118-921-5800
Fax: 44-118-921-5820
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